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ないという世界です。スポーツでいえばトーナメン

ト方式です。高校野球の全国大会を毎年甲子園でや

るのであれば、甲子園球場だけが立派であればいい

ということになります。

　地方分権の国のかたちは、東京も地域、八戸も、

仙台も、全部地域。それぞれがつながっているとい

うものです。地域と地域がつながる道にこそ意味が

ある。スポーツでいえばリーグ戦になります。自分

の街で試合をしたら、次は相手の街でやる。つま

り、自分の街でもきちんとやれる環境がないといけ

ない。そうなると、各地域がそれぞれ整備されなけ

ればならず、自立につながります。

　このような動きは、かつては東北の日本海側の都

市で盛んに行われていました。北回り船で各地域を

動いていったことによります。それは、都市の人口

をみるとよくわかります。

　都市の人口の50傑までのランキングを、明治時

代、初めて国勢調査が行われた1886年と、平成の市

町村大合併前の1999年で比較してみました（図表

１）。東北地方は、1886年の50傑の中に仙台、盛

岡、秋田、米沢、弘前、山形、酒田、鶴岡の８都市

も入っています。それぞれの地域が交流をしていた

証です。しかし関東は、東京、横浜、銚子、高崎、

宇都宮しかありませんでした。これが、最後の分権

社会時代の国のかたちです。

　これを地図に落として、その後の変化を反映させ

たものが図表２です。赤は20ランク以上下がった都

市です。青はランクを下げなかった都市です。つま

り、赤が地方と呼ばれているところですが、赤と青

を併せると、バランスのとれた国のかたちができあ

がっていたわけです。ところが現実には、青いとこ

ろに集中してしまった。

　近年バランスの取れた発展をしているものもあり

ます。プロスポーツです。Ｊリーグ42、フットサル

10、野球がプロ野球と独立リーグで12＋12の24、そ

してバスケットの bj リーグ16、計40都道府県、92

チームが、現在、全国各地に本拠地を構えている。

こういう本拠地ができると、先ほどお話した「地域

図表１　江戸時代までは分権社会だった国のかたち
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と地域を結ぶ」ことによってできる「かたち」に近

くなっています。Ｊリーグでいえば、例えば、浦和

レッズのサポーターがアウェイに行くのに、どのく

らいの規模で応援に行くか。2009年の例で試算する

と、１試合当たり仙台に６千人、大分にも６千人、

行ったとのことでした。そのサポーターは、試合は

２時間だけですから、その他の時間はみんな観光客

になります。そういう装置が、Ｊリーグにはあると

いうことです。これが毎週末、全国を動き回ってい

る。つまり、観光業の人たちが一所懸命に人を集め

ようとするよりも、こういうチームを応援して組ん

だほうがいいということがわかってきた。そこで

2010年に入ると、観光協会の中には、相手方のチー

ムに観光パンフレットや割引券を配って、試合の時

には、これを持って食べにきてください、見にきて

くださいという、活動をするところが出てきまし

た。

　また、2010年に松本山雅というチームが JFL に

昇格しましたが、このチームが九州で試合をすると

きは、応援団が松本空港から飛行機で応援に行きま

す。その飛行機代に県や市が補助を出すという新し

い現象も起きています。

３．地域の未来の原動力

　次に、未来の原動力として、３つお話したいと思

います。１つ目は「地域意識の表現力」、２つ目は

「小さい単位の力」、３つ目が「つなげる力」（連帯

とか複合とかいう言葉でいわれるもの）です（図表

３）。

図表３

未来の原動力

地域意識の表現力
（文化）

小さい単位の力
（個の自立）

つなげる力
（連帯・複合）

⑴　地域の表現力
　１つ目の「地域意識の表現力」。自分が暮らして

いる地域あるいは生き方に対する自信と誇りを表に

示すということです。かつて磐田の人は「ご出身は

どちらですか」と尋ねられると「浜松です」と答え

ていたそうです。ところが、今は「ジュビロの磐田

です」と、胸を張って言える。ここ八戸でも「☆☆

☆の八戸です」というものが出てくると非常にい

い。それをどんどん世界へ発信していく。自分の街

を愛していないと始まりません。

図表２　明治初期までの “国のかたち ”
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　自信と誇りとの関連で、欧米で「住んでみたいと

ころはどんなところですか？」という調査をした

ら、３つ出てきた。一つは、大学のある街。２つ目

が、オーケストラのある街。３つ目が、プロスポー

ツのある街。これだけ聞くと「うちの街にもある

ぞ」という方がいますが、単に「ある」のではな

く、大学も、オーケストラも、プロスポーツも、そ

れぞれが世界に向けて発信するようなものがある、

というところに、皆さん、特に老後に住んでみたい

ということでした。この調査との比較で、日本の現

状を考えてみたいと思います。

　はじめに大学について。ドイツには「大学の街」

がたくさんあります。例えばギーセンという人口７

万人の街は37％が、ハイデルベルクでは人口14万人

のうち24％が大学生で占められている。そういう街

がたくさんあるわけです。これの利点は何かという

と、街なかにあり（理系を除く）、かなりの求心力

を持った経済的な装置となっているということで

す。

　ところが日本では、人口増加期に工場等制限法な

どにより、大都市圏から大学が郊外に出たところが

多い。地方都市でも多くの大学が街なかを去って

いった。これが、中心市街地の衰退の一因だと思い

ます。これからは、もう一度大学を街の中に取り戻

すような国家的政策というものが、必要になってく

ると思います。

　日本のプロスポーツについてはどうか。プロ野球

のチーム名の変遷をみると、チーム名から地域名を

はずしてしまったところもありますが、1989年ホー

クスが福岡に移転した頃から地域名をつけるところ

が増え、地域化の動きが見られます。サッカーは、

日本の人口が戦後40年間に4,000万人増えた時期に

は人気が出ず、人口増加とは関係ないスポーツだっ

た。ところが、Ｊリーグができたのは1993年で、も

う人口は頭打ちの時期。スタート時点で10チーム

だったのが、2010年には37チームになっている。人

口が停滞している時に大きく発展しました。これ

は、地域に根ざしたビジネスモデルが成功につな

がったのだと思います。

　次に、街を表現するという観点でみてみます。

JR 四国では、現在、Ｊリーグの２チーム、独立野

球の４チーム、バスケットの bj リーグの１チーム

のエンブレムを、それぞれの本拠地駅の駅名サイン

横に付けて、我が街にはこんなチームがあるという

表現をしています。費用は、シール代をクラブが負

担しただけで、JR 四国は無料で提供してくれてい

る。八戸駅でも、イカがアイスホッケーをしている

ようなものがあると、楽しいのではないかと思いま

す。

　「ご当地ナンバー」というのは、運輸支局がない

とナンバープレートを持てない、という規制をかい

くぐって設けられた１回だけの制度でした。八戸に

は八戸ナンバーがあるから、あまり気にならないと

思いますが、もし青森ナンバーだったら、何とかし

て八戸ナンバーが欲しいと思ったのではないでしょ

うか。ご当地ナンバーを申請した地域の方々は、み

んなそう思った。特に愛知県の市民の熱意はすご

かった。既に４つのナンバーがあるのに、新たに３

つも申請した。外から見ればどこが違うのかわから

ないと思うのですけれども、地元の方々にとっては

違いははっきりしている。そういう意識の表現が大

事なことなのです。

⑵　小さい単位の力
　２つ目が、小さい単位の力。先程お話したよう

に、何でも組織から始まる、大きな形から始まるの

ではなくて、「中心」「核」という個の力から物を考

えていくということです。例えば、中心市街地活性

化の問題も、核がなくなってしまったことによって

生じたといえる。その核になっていたのが先程お話

今 月 の 特 別 記 事
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した大学であり、百貨店です（以前はデパートと

言っていましたが）。遊園地に行きたいから、ある

いは大食堂に行きたいから、という理由でデパート

に行った。そこには、単に物を売ったり買ったりす

る場ではない複合的な魅力があった。それが、中心

であり核だったのです。しかし、今、百貨店がその

核としての力を失ってきた。

　日本で大規模な市町村合併がありましたが、その

際「前の街の名前は忘れなさい。」と言わんばかり

の新しい名前が付けられてしまうことが多い。ある

いは、前の街のエンブレム（紋章）は全部消して、

新しいエンブレムを作ろうなんていうことになる。

　ドイツでは、市町村が合併してもなお昔のエンブ

レムが残っている。例えば、人口約２万人の「カル

フ」というヘルマン・ヘッセの生まれた街。約40年

前に５つの街が合併して「カルフ」が存続した形に

なりましたが、市議会議事堂には大きなエンブレム

が５つ張り付けられていて、我々はこの５つから１

つになった街だということを永遠に忘れ去らない、

というようにしています。もともとの小さい部分を

大切にするという姿勢が重要だと思います。

　ご当地ナンバーに続いて、今、普及しようと活動

しているのは、「ご当地プレート」です。原付（排

気量125CC 以下のバイクなど）のナンバープレー

トというのは、課税責任者である市町村が決めるこ

とになっています。図柄も、形状も、原則自由で

す。これを利用して、今、全国で動きが起きていま

す（図表４）。御殿場では富士山の絵を描いていま

す。尾道は船の形に波の絵です。是非、八戸ナン

バーというのも考えてみてはいかがでしょうか。こ

ういう取り組み一つひとつが、市民の皆さんのアイ

デンティティに繋がっていくと思います。

　銘酒（日本酒・焼酎）のメニューの表記について

も、全国で居酒屋に行くたびに変えてもらうように

お願いしています。一般的には「新潟の○○」とか

「高知の△△」とか「鹿児島の芋」という表記をす

ることが多いと思いますが、ここに酒蔵のある「市

町村名」を書いてあれば、日本中の人がその町の名

前を知ることになります。小さい単位の力がいかに

大事かということが分かると思います。

　ドイツの市町村合併の話をしましたが、もともと

西ドイツも、1965年から10年かけて４万の自治体が

8,500に統合されています。しかし、30年、40年たっ

ても、その数は変わっていない。つまり、それ以降

再編ということはない。なぜか。日本では自治体と

いうものを「行政体」という観点でしか見ていない

のに対し、彼らは「生活共同体」という観点でとら

えるので、生活共同体を越えた合併などはあり得な

いのです。彼らの寄りどころはスポーツ、音楽、学

校など、街がひとつになる文化です。そこが基本の

単位になります。日本のように人口の多寡で市・

町・村という格付けをすることもありません。全て

ゲマインデです。１万人の村も、300万人のベルリ

ンも、ゲマインデという名前でしか呼ばれない。こ

れが中央集権と地方分権の違いだったのです。

　そういう意味で、国と地方の関係は「補完関係で

ある」と最近言われますが、補完関係とはいったい

何か。現状の日本の構造は、図表５の⒜です。国に

全ての窓口があって個人に下りていくという支配構

造です。地方は助けてもらうという立場です。⒝が

図表４　ご当地プレート

（御殿場市HPより）

（尾道市HPより）
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地方分権の構造で、個から国に向かっていきます。

まず、個人でできることを最大限やる。そこででき

ないことをより大きな組織に補ってもらう。これが

補完関係です。そうすると、最後、国の仕事は、防

衛、外交などの地域性の無いものになり、理論上、

黄色の部分のコスト削減ができることになる。ただ

し、コスト削減の程度は、個の自立の度合い、市民

の力によって決まります。

⑶　つなげる力
　３つ目が、つなげる力です。青森県の観光地図を

見ると、岩手県も秋田県も描かれていない。あるい

は、八戸市の観光地図を見ると、八戸市だけが描か

れていて、そこから出ると、もう白地になってい

る。そういう地図で本当にいいのかということで

す。「観光」というのなら、やはり、その周り全部

が載っているべきだ。つまり、相手に手を差し出す

ということが、つながるということ。それがこれか

らの持続的な地域社会の発展に結び付く。これは、

たぶん企業でも言えることだと思います。連帯、複

合という部分です。

　Ｊリーグが目指したのは、スポーツの経済的自立

を図る構造を作ることです。つまりプロ野球のよう

に、会社にお金を出してもらって会社の中でプロ野

球部門を持つということではない。Ｊリーグにはそ

ういう構造が３つあり、いろいろなものに活用され

ると思います。

　第一は、地域に根ざすということ。これでみんな

に「Home」（家族、家庭）という意識を持っても

らう。ホームチーム、ホームゲーム、ホームスタジ

アム、いろいろなホームが生まれます。

　第二は、Ｊリーグでいえば37クラブがみんな一緒

に発展しようという意識を持って行動すること。特

定のチームだけが連覇を続ければいいということで

はない。全体の発展によって、リーグのブランド力

が高まっていく。

　第三は、夢があるということ。つまり、世界とつ

ながっていること。八戸のチームは、今、東北リー

グの２部にいますが、計算上は、たぶん、４年後く

らいに世界一になれます。そういうチャンスがある

図表５　二つの地方自治の構造

	 ⒜	 ⒝

国民から ↑は意志決定の順序

地方政府
（州）

国国（中央）

広域自治連合市 町 村

学校

学校 基礎自治体

個の自立（家庭）

NPO ｺﾐｭﾆﾃｨ
個人・家庭

現場 中央集権 地方分権 市民から

助
け
て
も
ら
う　

支
配
的
構
造

助
け
合
う　

補
完
的
構
造

ｺﾐｭﾆﾃｨ
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というつながりをもっているのです。このような３

つの構造が持続的な可能性を持つということです。

　特に、地域とのパートナー構造にはいろいろな要

素があります。まず、パートナーには、企業、

NPO、自治体、メディア、市民、学校などいろい

ろな主体があります。それらとの関係も、人として

の関係（スポーツであれば、観客として来てもら

う、ボランティアになってもらうなど）のほか、モ

ノの面でのサポート（クリーニング屋さんがユニ

ホームを洗ってくれるなど）、広告協力、資金協力

などがあります。これらは、収入の増加に寄与する

だけでなく、支出の削減にも寄与するという構造が

あります。そして、「うちは野球の街だから」と

か、「うちはバスケット」「うちはサッカー」と壁を

つくっていると、全てうまくいかない。そうではな

く、地域を一緒になって応援しよう、みんな地域の

名を冠しているじゃないか、と考えることが重要で

す。これで成功しているのが、仙台や新潟です。

「仲間からみんなへ」、「チーム八戸」の形で、八戸

の名を冠して戦っている人たちはみんなで応援しよ

うというところが、成功しているわけです。

　先程、百貨店が最近街の核としての力を失いつつ

あり寂しい、という話をしましたが、それでは、も

う求心力のあるものは存在しないのか、というと、

一つあります。ホームチームのスタジアムです。ス

タジアムには人がたくさん来ます。浦和には、６万

人が２週間に１回来ます。仙台でも２万人、新潟は

４万人集まります。地方都市に、２週間に１回、そ

んなに人を集める装置があるでしょうか。だった

ら、街の中にあればいいじゃないか。今、ヨーロッ

パ、アメリカでは、サッカーや野球の新しいスタジ

アムは街の真ん中に建設されている。そこに複合型

でショッピングセンター、ホテル、教育施設など、

いろいろな機能が付いている。このような核となる

ものは、チーム自体を含め、みんなのアイデンティ

ティです。

　大阪・梅田の北ヤード、そこには何ヘクタールも

の土地が残っています。これをどのように活用する

かということで、多機能複合型のスタジアムを造ろ

う、という協議会がスタートしました。今はそうい

う楽しい夢を描く時代です。北九州でも同様の動き

があります。求心力のあるものを使うということで

す。街全体をつなげれば人がつながっていくという

ことが言えると思います。

　一方、中心市街地の問題として、交通体系の変

化、車社会の拡大によって街がバラバラになったと

いう面があります。ドイツでは、各交通事業者がバ

ラバラにやるのではなくて、一緒に路線図を作る、

あるいは、停留所も、全ての人が家から500m歩け

ば何かの停留所に行けるような路線を作る、といろ

いろなことをやって、交通問題の解決に成功しまし

た。その中で一番大事なのが、街なかの広場です。

そこには車は入らず、その周りに商店街がある、そ

れが、今、どこの街に行ってもお決まりになってい

ます。

　これを具体化するためには、市民がどんな交通手

段を使って移動しているかを、毎年、調査する必要

があります。フライブルグの調査結果を見ると、自

動車の利用が60％だったものが20年間で43％になっ

た。全体の利用頻度は1.5倍に増えていますが、自

動車だけが少なくなったというのは、LRTを導入

した効果です。彼らが取り組んだのは、とにかく利

用者を増やす、という工夫です。利用者が増えれば

公共性が生まれる。そうすると、公的支援がしやす

い。つまり、数量×単価で、数量の方、つまり人数

を増やしていく。そのために、みんなで連帯しなけ

ればいけないという発想のもとにやっています。

　富山で LRT がスタートしましたけれども、当

初、200円の単価で１日３千人乗ることを想定して

スタートしたのですが、１年後に100円にしてみた
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ところ、１日に６千人が乗るようになった。同じ収

入だったら、こっちのほうが良いということで、

今、さらに人数を増やそうと新たな取り組みを行っ

ているところです。

⑷　子供は地域の未来
　最後になりますが、地域の未来というのは、やは

り子どもたちです。さいたま市では、子どもたちに

街を意識してもらいたいと、５年前に区の色を決め

る際に、小中学生に決めてもらおうと考えた。理由

も一緒に書いてもらおうということになった。結果

は、浦和区はレッズの赤、大宮区はアルディージャ

のオレンジ。今、大宮に行くと商店街はオレンジに

なっています。浦和に行くと赤になっています。駅

のホームの発着ベルは、浦和駅では浦和レッズの応

援歌に、大宮駅では大宮アルディージャの応援歌に

なっています。これらは全部、子どもたちが決めた

ものです。

　そういう意味で、誰のために、誰が地方分権をや

るのか、環境問題を考えるのか、まちづくりを考え

るのか。これは、未来の大人のためでありまして、

それをするのは、今の大人しかないということで

す。我々が今考えている思想を反映したものが、未

来に残るというだけのことです。現代は、明治維新

や戦後のように外的要因で物事が動く時代ではあり

ません。

　食育という言葉があります。これは地域に根ざし

た食生活です。子供たちに、自分が暮らす土地への

関心、誇り、感謝の気持ちを豊かにしてほしいとい

うもので、単にマナーとか栄養バランスをいってい

るものではないと思います。

　全ては、文化からスタートしている。まず、地域

に文化あるところに人は住むようになる。人が集

まったところに資本（企業）が集まってくるとい

う、今までとは逆のメカニズムがこれから起きると

思います。

　現在、大会社の本社が東京に65％、大阪に15％、

計８割が２都市にあります。しかし、大阪の方は、

以前はもっと多かったはずです。大阪が、まず復権

することです。大阪の企業が、まず大阪に戻る。そ

ういうところから日本の新しい舵は切られるのでは

ないかと思っています。

　いろいろお話しましたが、少しでも八戸の地域の

未来にお役に立てれば幸いです。

　長時間、ご清聴ありがとうございました。

今 月 の 特 別 記 事


